























は じ め に
ルイーゼ・オットー＝ペータース Louise Otto-Peters (1819～95年, 以
下ルイーゼと略す) は, ドイツの女性運動, 特に第一波フェミニズムの歴
史を語る上で欠くことのできない女性である。彼女は1865年に全ドイツ女























































ン＝ハーン I. Hahn-Hahn (1805～80年), ファニー・レヴァルト F. Lewald
(1811～89年), ルイーゼ・アストン L. Aston (1814～71年), ルイーゼ・
ミュールバッハ L.(1814～73年), マルヴィーダ・フォン・マイ
ゼンブーク M. v. Meysenbug (1816～1903年), マティルデ・フランツィス


















































同盟はその後も, 35年 1 月の「ドイツ手工業者の遍歴, 集会ならびに結


























































ようやく1844年 2 月 5 日,「プレス案件にかかる暫定的な規定に関する
















































の自由は形骸化の一途を辿った。しかし三月革命が勃発し, 48年 3 月ドイ
ツ同盟が検閲の廃止を決議すると, ザクセンもそれにしたがい検閲の暫定
的な廃止に踏み切った。このような革命の成果は48年11月18日のプレス法


















との出会いと婚約 (40年), そして翌年の彼の死 (41年) で幕を開ける。










親, マイセンの学校の教師, 自宅 3階に開いていた私的な学校の教師から
時事問題について学び, 考える機会を提供された。このような彼女自身の





ルフ・リンドナー A. Lindner を後見人に選び, 叔母とともに両親の家で
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『前へ！ !』, そしてカイルの『我々の惑星 Unser Planet』(後続


















ウス O.Ruppius (1819～64年)やアルベルト・フレンケル A.(1820～
1902年), ハインリヒ・ベータ H. Beta (1813～76年) らも『灯台』には
参加していた。
しかしこの 2人以外に, そして43年秋以前に, ルイーゼとプレスとの橋
渡しをした人物が存在する。女性問題を世に問う一歩を彼女に踏み出させ











































































る」必要があると説く。ここでジョルジュ・サンド G. Sand (1804～76年)
を引き合いに出し, サンドがフランスのためになしたことをルイーゼがド
イツのためになすと記している。サンドは30年代後半から二月革命にかけ
て, 階級や男女の融和を唱える哲学者ピエール・ルルー P. Leroux (1797～
1871年), キリスト教社会主義思想家フェリシテ・ド・ラムネー F. d.
Lamennais (1782～1854年), 34年に起こったリヨンでの労働者らの蜂起を
裁く「巨大裁判」で活躍した共和派弁護士ミシェル・ド・ブールジュ M.








Revue 	』を創刊し, 続いて44年 9 月には地方新聞『斥候兵―
アンドル, シェールおよびクルーズ県の新聞』(通称『アンドルの斥候兵
l’

























もあり, 政治的出来事について書く際には ｢Otto Stern｣ という男性名を
用いたと説明した。この氏名表記について興味深いのは, 同時期の『ザク













解は, ルイーゼが1846年 1 月, 新しい編集者テオバルト・ブルーノ・ブフ

























カール・シューマン C. Schumanm が, 彼はロベルト・シューマンの兄で
あるが, 中央検閲官からの返答を待たずに, ライプツィヒの出版業者アド
ルフ・ヴィーンブラク A. Wienbrack に印刷原稿を送付したことであった。








































ゼ・マレツォル L. Marezoll (1792～1867年) や『社会改革 Soziale Reform』
のルイーゼ・ディトマー L. Dittmar (1807～84年),『新ボン新聞 Neue









































という考えは何百万人という敵を作ったが, ブルム, ヨハネス・ロンゲ J.













































1840年11月 3 日に創刊した『ザクセン祖国新聞』は, 週に 4回 (42年11
月までは週 3回) 発行され, 45年12月まで続いた新聞である。
同紙から取り上げるルイーゼの論説は43年 9 月の「お便り紹介：マイセ
ンから (女性問題)」として掲載された論説 (以下, 第一論説と呼ぶ), 同
年11月の「女性と政治 Frauen und Politik」(以下, 第二論説と呼ぶ), 44
年 2 月の「政治に対する女性の関心の増大について Ueber das erwachende










































































た。そのため, 51年 3 月の『女性新聞』12号で
(51)
は, 選挙法の審議を傍聴す












































































る弾圧, 暫定プレス法や政治集会の禁止令の公布などを背景に, 43, 44年
の 3論説執筆時よりも, 一層悪化していた。そしてこの情勢の変化はルイー
ゼの主張にも影響を及ぼすことになる。
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